




























Effect of Measuring by Hand or by Eye in Home Economics Education





























　第１回　①米 180ｇ　②小麦粉 110ｇ　③人参 １本　④そうめん（乾燥） 40ｇ　
　　　　　⑤ほうれん草　２束　⑥鯵 １尾　⑦鶏もも肉 小１枚
　第２回　①砂糖 71ｇ　②グラニュー糖 98ｇ　③粉砂糖 62ｇ　④三温糖 78ｇ　
　　　　　⑤ざらめ 114ｇ（各1/2カップ）
　第３回　①干し椎茸 大１枚　②高野豆腐 １枚　③きくら ４ｇ　④こんぶ　12㎝ １枚　
　　　　　⑤花ふ　１個




















　第８回　①砂糖 大さじ１　②塩 大さじ１　③小麦粉 大さじ１　④黒豆　１カップ　
　　　　　⑤虎豆 １カップ
　第９回　①ドライイースト １袋　②粉寒天 １本　③粉ゼラチン １本　
　　　　　④スティックシュガー １袋　⑤削り節 １パック




　第12回　①白ねぎ 1/2本　②ピーマン １個　③キャベツ 1/4個　④卵 １個　
　　　　　⑤レーズン 1/4カップ
































　   ・有意差の検定はt検定である.
回 人数(人）














































































































































































































正解 少なめ 多め 正解 少なめ 多め 正解 少なめ
1回目 7回目 14回目
米 小麦粉 人参 そうめん ほうれん草 鯵 鶏モモ肉
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊＊p＜0.01 
・対象者数を 100％とした時の百分率を示す. 
・有意差の検定は χ2検定(ｍ×ｎ分割表）である．
％
図３　食品別の重量正解率
– 53 –
家庭科教育における手ばかり目ばかりの効果
　このことから，中学生における家庭科の授業で手ばかり目ばかりを繰り返し導入することや，
日常の食生活の中で食品計量を実施することは，食生活の自立を目指す中学生の食品の重量感
覚習得に有効であり，食事管理の面においても教育的効果が期待できると考えられた．
要　約
　本研究では女子学生を対象に，食品重量の的確な推測技術の習得トレーニングとして調理学
実習の授業で手ばかり目ばかりを実施し，その結果を検証することにより，中学生における家
庭科教育の中で有効な教育的効果が得られるかを検討した．
１ ．実習回数が進み，手ばかり目ばかりを多く経験するほど，食品の誤差率平均値が有意（ｐ
＜0.05）に減少したので，繰り返し学習することは誤差率の減少に効果があった．
２ ．対象者が手ばかり目ばかりで食品重量の推測をおこなった後，はかりで実測を繰り返し行
うことは，食品の概量や食品重量感覚の習得に有効であった．
３ ．食品の重量の推測で，実測値の±10％以下に推測した場合を「正解」とし，これより少な
く推測した場合を「少なめ」，これより多く推測した場合を「多め」として３群に分類した時，
全ての食品で「少なめ」群が有意（ｐ＜0.05）に多かった
４ ．中学の家庭科の授業の中で手ばかり目ばかりを繰り返し行うことは，食品の重量感覚を身
につけるうえで有効であり，食生活の自立を目指す中学生の教育的効果が期待できることが
示唆された．
引用文献
１）新編　新しい技術・家庭　家庭分野　自立と共生をめざして，東京書籍，pp.32-37（2016）
２）技術・家庭　家庭分野　開隆堂，pp.74-77（2016）
３）新編　新しい技術・家庭　家庭分野　自立と共生をめざして教師用指導書　授業展開編
東京書籍，pp.32-37（2016）
４）村上亜由美，安川奈都美，木下明美：食品の目ばかりと手ばかりに関する研究―大学生における「食品の
慨量」の授業実践―，『福井大学教育地域科学部紀要（応用科学）』， 259-268（2012）
５）安藤真美，楊井理恵，兼安真弓：食品重量感覚における自宅学習の効果，『山口県立大学生活科学部研究報
告』，32，53-59.（2006）
６）広瀬朱理，乾陽子，木下麻衣：目ばかり・手ばかりによる食品重量推測に関する研究，鈴鹿短期大学紀要，
125-132（2015）
７）小松初子，奥田輝子：食品重量の目測に関する研究（第１報），栄養学雑誌，Vol.31，No.6，248-258（1973）
８）小松初子，奥田輝子：食品重量の目測に関する研究（第２報），食物学会誌，37－45（1978）
９）中村美保，松本美保，大西美佳，百合草誠：手ばかりによる食品重量推測能力習得に関する研究―食品形
状および学年間の違いについて―，名古屋文理大学紀要，第13号，11-18（2013）
10）黒川由美，青木洋子，薗田雅子，永野君子，志垣瞳：食品重量見積もりにおける情報提供およびトレーニ
ングの有無による誤差率の変動，『帝塚山大学現代生活学部紀要』，１，23-31（2005）
11）大森聡，原田澄子，学生の食品重量に対しての意識の実態，富山短期大学紀要研究ノート，第47巻，103-
106（2012）
12）宮路洋子，佐々木弘美，調理における計量に関する研究―食品重量の目測について―仙台白百合大学紀要，
Vol.4，67-75（2000）

